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小樽商科大学アドミッションセンター規程 

 

（平成２８年７月１９日制定） 

 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 小樽商科大学学則第６条第２項に基づき，小樽商科大学アドミッションセンター（以下

「センター」という。）の組織及び運営に関する必要な事項は，この規程の定めるところによ

る。 

（目的） 

第２条 センターは，小樽商科大学商学部（以下「本学」という。）の入学者選抜の実施，入学者

選抜方法についての調査研究・分析及び入学者選抜に関する広報活動等を行うことにより，本

学における入学者選抜の円滑な実施に資することを目的とする。 

（業務） 

第３条 センターにおいては，次の各号に掲げる業務を行う。 

(1) 入学者選抜の制度，方法等の設計に関する事項 

(2) 入学試験実施の総括に関する事項 

(3) 入試広報及び高大連携に関する事項 

(4) 入学者選抜等に係る調査研究に関する事項 

(5) その他入学者選抜に関する事項 

 

第２章 センター 

（組織） 

第４条 センターは，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(1) センター長 

(2) 保健管理センター所長 

(3) センター専任教員 

(4) 本学専任教員から学長が指名した者 若干名（以下「センター兼任教員」という。） 

（任期） 

第５条 前条第４号に掲げる者の任期は，２年とし，再任を妨げない。 

２ 前項の者に欠員が生じた場合は，これを補充し，その任期は前任者の残任期間とする。 

（センター長） 

第６条 センター長は，教育担当副学長をもって充てる。 

２ センター長は，センターの業務を掌理する。 

（副センター長） 

第７条 センターに副センター長を置き，第４条第３号及び第４号に規定する教授若しくは准教

授から学長が指名する。 

２ 副センター長は，センター長を補佐し，センターの業務を行う。 

３ 副センター長の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任
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期は，前任者の残任期間とする。 

（センターの運営） 

第８条 センターを運営するために，アドミッションセンター運営会議（以下「運営会議」とい

う。）を置く。 

（運営会議） 

第９条 運営会議は，次の各号に掲げる事項を審議する。 

(1) センターの管理運営の基本方針に関する事項 

(2) センターの予算に関する事項 

(3) センターの担当業務に関する事項 

(4) その他センターの管理運営に関する事項 

（組織） 

第１０条 運営会議は，次に掲げる者をもって組織する。 

(1) センター長 

(2) 副センター長 

(3) 保健管理センター所長 

(4) センター専任教員 

(5) センター兼任教員 

(6) 学長が指名した者 若干名 

（任期） 

第１１条 前条第６号に掲げる者の任期は，２年とし，再任を妨げない。 

２ 前項の者に欠員が生じた場合は，これを補充し，その任期は，前任者の残任期間とする。 

（議長等） 

第１２条 運営会議に議長を置き，センター長をもって充てる。 

２ センター長は，運営会議を招集し，議長となる。 

３ センター長に事故あるときは，副センター長がその職務を代行する。 

（議事） 

第１３条 運営会議は，委員の３分の２以上の出席をもって成立する。 

２ 運営会議の議事は，出席者の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するところ

による。 

（委員以外の者の出席） 

第１４条 運営会議は，必要に応じて委員以外の者の出席を求め，意見を聞くことができる。 

（委員会） 

第１５条 センターの業務を遂行するため，運営会議の下に次の各号に掲げる委員会を置く。 

(1) アドミッションセンター企画委員会 

(2) 入試広報・高大連携委員会 

(3) 入学試験委員会 

 

第３章 アドミッションセンター企画委員会 

（審議事項） 
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第１６条 アドミッションセンター企画委員会（以下，「企画委員会」という。）は，次の各号に

掲げる事項を審議する。 

(1) 入学者選抜の制度，方法等の設計に関する事項 

(2) 入学者選抜の結果に関する調査及び分析 

(3) その他入学者選抜方法に関し，運営会議が必要と認める事項 

（組織） 

第１７条 企画委員会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(1) センター長 

(2) 副センター長 

(3) センター専任教員 

(4) センター長が指名した者  若干名 

 （任期） 

第１８条 前条第４号に掲げる委員の任期は，２年とする。ただし，再任を妨げない。 

２ 前項の委員に欠員が生じた場合は，これを補充し，その任期は前任者の残任期間とする。 

 （委員長及び副委員長） 

第１９条 企画委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。 

２ 企画委員会に副委員長を置き，副センター長をもって充てる。 

３  委員長は，企画委員会を招集し，その議長となる。 

４ 委員長に事故あるときは，副委員長がその職務を代行する。 

（議事） 

第２０条 企画委員会は，委員の３分の２以上の出席をもって成立する。 

２ 議事は，出席者の過半数をもって決し，可否同数のときは議長の決するところによる。 

 （委員以外の者の出席） 

第２１条 企画委員会は，必要に応じ委員以外の者の出席を認め，意見を聴くことができる。 

 

第４章 入試広報・高大連携委員会 

（審議事項） 

第２２条  入試広報・高大連携委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。 

(1) 入試広報の企画及び実施に関する事項 

(2) 高大連携の企画及び実施に関する事項 

(3) その他入試広報・高大連携に関する必要な事項 

（組織） 

第２３条 入試広報・高大連携委員会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(1) センター長 

(2) センター専任教員 

(3) センター長が指名した者 若干名 

(4) 教務課長 

 （任期） 

第２４条 前条第３号に掲げる委員の任期は，２年とする。ただし，再任を妨げない。 
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２ 前項の委員に欠員が生じた場合は，これを補充し，その任期は前任者の残任期間とする。 

 （委員長及び副委員長） 

第２５条 入試広報・高大連携委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。 

２ 入試広報・高大連携委員会に副委員長を置き，第２３条第３号の委員のうちから選出する。 

３  委員長は，入試広報・高大連携委員会を招集し，その議長となる。 

４ 委員長に事故あるときは，副委員長がその職務を代行する。 

（議事） 

第２６条 入試広報・高大連携委員会は，委員の３分の２以上の出席をもって成立する。 

２ 議事は，出席者の過半数をもって決し，可否同数のときは議長の決するところによる。 

 （委員以外の者の出席） 

第２７条 入試広報・高大連携委員会は，必要に応じ委員以外の者の出席を認め，意見を聴くこ

とができる。 

 

第５章 入学試験委員会 

 （審議事項） 

第２８条 入学試験委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。 

(1) 各入学試験に関する事項 

(2) 調査書，志望理由書，推薦書及び面接に関する事項 

(3) 合格者判定資料の作成に関する事項 

(4) 大学入試センター試験の実施に関する事項 

(5) 入学者選抜方法に関する事項 

(6) その他入学者選抜に関する必要な事項 

 （組織） 

第２９条 入学試験委員会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(1) センター長 

(2) 各学科等から選出された教員 ６名 

(3) 入学試験教科専門委員会委員長 

 （任期） 

第３０条 前条第２号に掲げる委員の任期は，２年とする。ただし，再任を妨げない。 

２ 前項の委員に欠員が生じた場合は，これを補充し，その任期は前任者の残任期間とする。 

 （委員長及び副委員長） 

第３１条 入学試験委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。 

２ 入学試験委員会に副委員長を置き，第２９条第２号の委員のうちから選出する。 

３  委員長は，入学試験委員会を招集し，その議長となる。 

４ 委員長に事故あるときは，副委員長がその職務を代行する。 

（議事） 

第３２条 入学試験委員会は，委員の３分の２以上の出席をもって成立する。 

２ 議事は，出席者の過半数をもって決し，可否同数のときは議長の決するところによる。 

 （委員以外の者の出席） 
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第３３条 入学試験委員会は，必要に応じ委員以外の者の出席を認め，意見を聴くことができる。 

 （専門委員会） 

第３４条 入学試験委員会は，入学者選抜事項を専門的に審議及び実施するため，必要に応じて，

専門委員会を置くことができる。 

２ 専門委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

 

第６章 補則 

（事務） 

第３５条 センターに関する事務は，教務課が行う。 

（雑則） 

第３６条 この規程に定めるもののほか，センターに関する必要な事項は，別に定める。 

附 則 

１ この規程は，平成２８年７月１９日から施行する。 

２ 小樽商科大学入学者選抜に関する規程（平成９年４月２３日制定）は，廃止する。 

３ この規程施行後，最初に選出された第４条第４号に規定する者の任期は，第５条第１項の規

定にかかわらず，平成３０年３月３１日までする。 

４ この規程施行後，最初に選出された第１０条第６号，第１７条第４号，第２３条第３号及び

第２９条第２号の委員の任期は，第１１条第１項，第１８条第１項，第２４条第１項及び第 

３０条第１項の規定にかかわらず，平成３０年３月３１日までとし，このうち半数の者の任期

を平成２９年３月３１日までとする。 


